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島根県民間社会福祉事業従事者互助会 

令和４年度 事業報告書 

１ 会員加入状況 

（1）施設区分別の加入状況（R05/03/31現在） （  ）内は前年度実績 

種 別 施設・団体数 会員数 備 考 

団 体 56 （56） 3,665人 （3,716人）  

施 設 77 （80） 1,875人 （1,964人） 廃止 1、退会 2 

保育所 85 （86） 1,659人 （1,637人） 退会 1 

合 計 218 （222） 7,199人 （7,317人）  

※団体…法人単位の一括加入を含む 

（2）会員の年齢構成（R05/03/31現在） 

内 訳 
男 女 全 体 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 

年 

齢 

～19歳 5人 0.1% 7人 0.1% 12人 0.2% 

20歳代 244人 3.4% 780人 10.8% 1,024人 14.2% 

30歳代 436人 6.1% 1,191人 16.5% 1,627人 22.6% 

40歳代 577人 8.0% 1,470人 20.4% 2,047人 28.4% 

50歳代 307人 4.3% 1,200人 16.6% 1,507人 20.9% 

60歳～ 252人 3.4% 730人 10.3% 982人 13.7% 

合 計 1,821人 25.3% 5,378人 74.7% 7,119人 100.0% 

平 均 年 齢 44歳 7ヶ月 44歳 11ヶ月 44歳 10ヶ月 

平均加入年数 11年 1ヶ月 10年 4ヶ月 10年 6ヶ月 

（3）会員数の推移 

年 度 年度末会員数 前年度比 

平成 30 年度 7,346人 86 

令 和 元 年 度 7,311人 △35 

令和 2 年度 7,308人 △3 

令和 3 年度 7,317人 9 

令和 4 年度 7,199人 △118 

２ 運営委員会の開催 

①第 90回運営委員会 

■期 日 令和 4年 6月 10日（金）13:30～15:30 

■会 場 いきいきプラザ島根 405研修室 

■議 事 1）令和 3年度事業報告（案）について 

2）令和 3年度収支決算（案）について 

②第 91回運営委員会（書面表決） 

■期 日 令和 4年 10月 21日（金） 

■議 事 1）令和 4年度収支補正予算（案）について 

※新型コロナに係る傷病見舞金、（社福）恵寿会退会に係る退会給付金の増額等 
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③第 92回運営委員会 

■期 日 令和 5年 3月 20日（月） 

■議 事 1）令和 4年度収支補正予算（案）について 

2）令和 5年度事業計画（案）について 

3）令和 5年度収支予算（案）について 

３ 事業の実施状況 

（1）会員の退会に対する給付事業（退会給付金） （ ）内は前年度実績 

退会者数 780人 （    672人） 

退会給付額 163,614,165円 （132,596,375円） 

一人当り平均給付額 209,761円 （  197,316円） 

最高給付額 1,705,488円 （ 1,246,890円） 

最低給付額 1,400円 （   1,428円） 

平均在職年数 8年 （     7年） 

【参考】在職年数別平均給付額 

在職年数 人 数 割 合 平均給付額 

1年未満 74人 9.5% 7,311円 

1年以上  2年未満 95人 12.2% 27,518円 

2年以上  3年未満 79人 10.1% 49,288円 

3年以上  4年未満 53人 6.8% 67,468円 

4年以上  5年未満 53人 6.8% 85,776円 

5年以上  10年未満 177人 22.7% 144,352円 

10年以上 15年未満 97人 12.4% 255,353円 

15年以上 20年未満 59人 7.6% 393,022円 

20年以上 25年未満 42人 5.4% 562,609円 

25年以上 30年未満 24人 3.1% 780,897円 

30年以上 27人 3.5% 1,202,287円 

全  体 780人 100.0% 209,761円 

（2）会員の慶弔、傷病、災害等に対する給付事業（一般給付金） （  ）内は前年度実績 

給付種別 給付要件 内  訳 金  額 

傷 病 見 舞 金 

会員の入院 

（3日以上） 
20,000円×1,276人 

25,520,000円 

（ 5,160,000円） 

家族の入院 

（14日以上） 
10,000円×  96人 

960,000円 

（   830,000円） 

計 
26,480,000円 

（ 5,990,000円） 

弔 慰 金 

会員の死亡 100,000円×  5人 
500,000円 

（   500,000円） 

配偶者の死亡 20,000円×  12人 
240,000円 

（   280,000円） 

子の死亡 10,000円×  1人 
10,000円 

（    10,000円） 

計 
750,000円 

（   790,000円） 
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結 婚 祝 金 会員の結婚 30,000円× 103人 
3,090,000円 

（ 3,660,000円） 

出 産 祝 金 会員・配偶者の出産 20,000円× 257人 
5,140,000円 

（ 5,100,000円） 

小学校入学祝金 会員の子の入学 10,000円× 354人 
3,540,000円 

（ 2,600,000円） 

中学校卒業祝金 会員の子の卒業 10,000円× 296人 
2,960,000円 

（ 2,570,000円） 

災 害 見 舞 金 

災害等による会

員の住家の全壊 
50,000円×  1人 

50,000円 

（    50,000円） 

災害等による会

員の住家の半壊 
30,000円×  0人 

0円 

（    50,000円） 

計 
50,000円 

（    80,000円） 

還 暦 祝 金 
会員の還暦 

（満 60歳） 
10,000円× 143人 

1,430,000円 

（ 1,520,000円） 

資 格 取 得 祝 金 
会員の専門資格

の取得 
10,000円×  75人 

750,000円 

（   730,000円） 

勤 続 給 付 金 加入期間 5年ごと 10,000円× 751人 
7,510,000円 

（ 7,670,000円） 

退 会 一 時 金 
加入期間 3年以上の

会員が退会したとき 
10,000円× 531人 

5,310,000円 

（ 4,400,000円） 

合  計 3,907人 
57,070,000円 

（35,110,000円） 

■ 新型コロナウイルス感染症に係る傷病見舞金の特例措置について 

①経過 

令和 3年度より、新型コロナの宿泊療養・自宅療養を入院と同等とみなし、傷病見舞金の給付対象

とする特例措置を実施した。（生命保険協会の入院給付金の取扱いに準じて実施。） 

令和 3年 10月 1日 特例措置を開始。 

令和 4年 9月 26日 コロナ発生届の取扱い変更（全数把握の簡略化）に伴い、給付対象を重症化

リスクの高い者に限定。 

※令和 5年 5月 8日 感染症法上の位置づけ変更（5類移行）に伴い、特例措置を終了予定。 

②令和 4年度給付状況 

●傷病見舞金給付額 

26,480,000円（うち、新型コロナに係る給付 21,090,000円・1,056人） 

※9月末時点の執行状況をもとに予算の増額補正を実施。 

●月別給付人数 単位：人 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

給付月 10 22 20 6 81 500 265 114 21 7 1 9 1,056 

【参考】 
診断月※ 

47 27 42 354 393 104 3 6 4 0 0 0 980 

※9月 26日以降の感染者は、重症化リスクの高い者のみに限定。 

※給付 1,056人のうち、76人は R3年度の感染者。 

●療養場所別人数 

入院 15人・宿泊施設 9人・自宅 1,032人 計 1,056人 
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（3）健康管理援助事業（対象：35歳以上） （  ）内は前年度実績 

区 分（補助額上限） 人 数 補 助 額 一人あたり平均補助額※ 

人間ドック（40,000円） 
854人 

（961人） 

30,108,197円 

（32,869,555円） 
35,256円 

生活習慣病予防健診等（7,169円） 
3,986人 

（3,832人） 

24,950,069円 

（23,982,482円） 
6,260円 

合  計 
4,840人 

（4,793人） 

55,058,266円 

（56,852,037円） 
 

※ 人間ドック補助：35歳・40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳・75歳の会員（希望者のみ） 

※ 生活習慣病予防健診等補助：人間ドックの補助対象者を除く 35歳以上の会員 

※ 前年度は、人間ドック補助事業の改正に伴う経過措置の実施及び、令和 2年度にコロナ対策に伴うドック休

止等の影響を受けた会員への特例措置の実施により、人間ドック補助数が多い。 

※ 他の助成制度（ジョイメイトしまね等）と併用するケースもあるため、請求額にはばらつきがみられる。 

【参考】補助数の推移 

 人間ドック 生活習慣病予防健診 計 

年度 施設・団体数 人数 補助額 施設・団体数 人数 補助額 人数 補助額 

H30 145 562 15,158,802 204 3,837 24,204,257 4,399 39,363,059 

R1 156 591 16,297,217 201 3,889 24,296,573 4,480 40,593,790 

R2 156 603 15,570,228 201 4,023 25,242,294 4,626 40,812,522 

R3 176 961 32,869,555 204 3,832 23,982,482 4,793 56,852,037 

R4 171 854 30,108,197 204 3,986 24,950,069 4,840 55,058,266 

（4）医薬品斡旋事業 （  ）内は前年度実績 

時 期 購入金額（税込） 購入者数 平均購入額 業 者 

6月 4,178,280円 （3,935,970円） 1,507人 2,773円 白石薬品㈱ 

10月 3,346,750円 （3,426,530円） 1,151人 2,908円 ㈱諒和 

 2月 3,017,540円 （3,822,260円） 1,149人 2,627円 ㈱アーテム 

合 計 10,542,570円 （11,184,760円） 3,807人 2,769円  

４ 事業内容の周知 

（1）加入施設・団体及び会員への配布物（６月） 

①事業案内チラシ 

会員に対して、事業の概要を記載した事業案内チラシを送付した。（参考資料３） 

②状況通知書 

会員に対して、前年度までに納付した本人分掛金の総額、一般給付金等の給付状況を記載した状況

通知書を送付した。（参考資料４） 

また、加入施設・団体に対して、退会給付金に係る掛金収納状況の一覧を送付した。（参考資料５） 

（2）ホームページ 

互助会の概要、加入手続き、各種様式等を掲載し、事業及び事務手続きに関する周知を行った。 

５ 加入促進活動 

県社協通信に互助会の広告を掲載し、県社協会員施設に対するＰＲを行った。  
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６ ソウェルクラブ島根の運営（福利厚生センター事業の受託） 

（1）会員交流事業の実施 

県内の会員及びその家族のための旅行やイベント等を実施する予定だったが、新型コロナウイルス

感染症の拡大により実施が困難となったため、令和 3 年度に引き続き、代替事業として全会員に商品

配布を行った。 

また、会員への還元を目的として、商品の全員配布に併せてプレゼント企画を実施した。 

■商品全員配布 

商品：県内障がい者就労支援事業所商品（1,500円相当の食品セット） 

発送：令和 5年 1月 

■プレゼント企画（60名分） 

商品：県内障がい者就労支援事業所商品（3,000円～3,500円の食品） 

発送：令和 5年 2月 

（2）福利厚生センター主催会議への出席 

①新任担当者研修会 

期 日：令和 4年 7月 9日（火）10:00～12:00 リモート出席 1名 

②全国担当者連絡会議 

開催なし 

（3）加入勧奨 

互助会の封筒裏面にソウェルクラブ広告を掲載し、互助会加入施設に対するＰＲを行った。 

また、県社協通信にソウェルクラブ広告を掲載し、県社協会員施設に対するＰＲを行った。 

【参考】ソウェルクラブ加入数の推移 

年 度 
加入状況 

法人数 会員数 

平成 30 年度 16 670人 

令 和 元 年 度 16 671人 

令和 2 年度 15 596人 

令和 3 年度 15 593人 

令和 4 年度 15 614人 

７ 全国民間社会福祉従事者共済連絡協議会（全福共）への加入 

①全国会議（香川県） 

欠席 

②中国・四国ブロック会議（高知県） 

期 日：令和 5年 1月 25日（水）13:30～16:00 リモート出席 3名 

議 事：テーマ別協議題に関する情報提供・意見交換 

８ 資産運用の外部委託 

掛金の運用について、平成 25年度から信託契約を行っている三菱 UFJ信託銀行株式会社に委託し、

健全で安定した資産管理を図った。 

なお、運用にあたっては安全かつ有効な債券取得のための「運用ガイドライン」を提示し、運用対

象や組入銘柄の制限（格付機関による評価）等の基準を設けている。（参考資料６） 


